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＜連絡事項＞

· 2/19（火）の院内研修の出欠を入れておく事。

· 13：30～　船場　幸子様の退院時療養計画検討会が行われる。小笠原出席。

· 15：00～　大久保　康弘様の退院時療養計画検討会が行われる。下館S.G.M出席予定。

＜外来情報＞

· 平　康子様　　～ダイエットを行っているとの事で、続けて行うよう助言あり。外来とデイケアで

の体重が違う事に納得されず、デイケアでは「65kgだった」と話される。

· 中居　松男様　～本人より手の痺れについて話すことはない。灯油を購入したことや水道管にお湯

をかけて溶かした事等話されている。春頃採血予定となっている。

· 奥山　以依子様～「昨日は大雪になるのか不安で0：00まで眠れなかった。今日は天気がいいから

眠れるかもしれない」と話される。

· 長瀬　紘一郎様～2/12（火）に介護保険の申請に行って来た事を報告されている。食事形態を変更

してから詰まることはなくなったと報告されている。暫く様子を見て、全粥へと変更する事を検討すると伝えている。

· 鈴木　恵美子様～「鼻閉、頭痛あり具合が悪い」と話されるためPL顆粒（風邪薬）7日分、トロ

ーチ7日分処方となっている。

· 中居　美津子様～「久しぶりに喫茶が混んでいる。膝の調子はエアロビをやっていたら少し良くな

った」と話される。

· 山田　健次様　～主治医より、幸房からデイナイトケアへの移行のついての話があると帰宅時間が

遅くなる事について難色を示される。年齢的な事や自宅へ帰ってからの事を考えデイケアの利用について担当者と話し合うようにと助言あり。PSWへ情報提供予定。

· 前野　義勝様　～下痢と鼻水の訴えあり、PL顆粒（風邪薬）7日分とヨウフェナック（鎮痛剤）7

日分処方となっている。

· 柳町　信之様　～11：45頃来院される。受付時間は11：30までと再度伝えている。調子は良く、

痔についても変わりがないとの事。

· 大久保　恒夫様～明日で幸房利用が終了し、明後日からの日中の場を探していると話される。本人

はデイケアについて「耳鳴りがあり、午前中だけでもいいのか？」と話されて

いる。

＜利用者様情報＞　

· 森　彩子様　～昨日外出した際に転倒し頭を打ったとの事で、本日は様子を見るために欠席すると

連絡あり。また、「18日は何が何でも行きます。デイケアの職員から幸房利用者へ返すお金を預かってもらうから」と話され、社協の間山氏との話し合いで幸房利用者様へ返済する金額1万3千円はデイスタッフが預かり、立会いにて幸房利用者様へ渡すことになったとの事。

· 横山　耕生様　～定時に来所されず、青山荘へ連絡すると10：00前には青山荘を出たとの事。10：

15頃来所され、煙草を購入してきた事を話される。来所時間に遅れる際の連絡や煙草を買いに行く前にデイケアへ寄る事を話している。また、歩道橋を渡らず道路を横断した事も話す為、危険である為、きちんと歩道橋を渡るよう説明している。プログラム中は、出掛けた事での疲労感の為、テーブルに伏している事多く、肋骨の痛みを訴え、帰荘の訴え聞かれている。外見は異常なく、熱感もないと話されている。青山荘では疼痛訴えはきかれない。

· 本田　英之様　～「眠気が強く起きれない」との事で遅れて来所される。次回の外来受診日に主治

医へ相談してみると話される。

· 繁名　和恵様　～来所後より幻聴の訴えあり。「日赤の婦長とタカハシヒサコが掃除機を貸せと部

屋に入ってくる。その掃除機で、頭の中を盗られた気がする」等、幻聴と現実の区別がつかないような発言聞かれている。本人より、静養室にて横になりたいとの訴え休まれている。昼食後も不調を訴え休まれている。

＜事例検討①＞

繁名　和恵様　　　　43歳　　統合失調症　　デイケア利用開始　平成19年4月2日　10ヶ月

○デイケア治療計画

1 地域生活を維持するため、生活リズムを乱す事のないよう継続した通所が出来る。

2 身体不調や精神症状に左右される事なく、デイケア利用が出来る。

3 身体・精神の不調の際にはスタッフへ相談する事が出来る。

○対応

· 幻覚についてスタッフへ相談促し、話が出来た際には評価する。

· 不調時の対応を本人と話し合う。

· 身体不調に左右される為、自分で出来る対応を伝える。（嘔吐の場合⇒水分摂取量の制限など）

· 気分転換出来ることを見つける。（作業・散歩など）

○本人の目標について

· 青山荘退所後に、一人暮らし出来るのか不安に思っている。

⇒1日中眠っている事のないよう、生活リズムを整える。

○現在の様子

· 疲れると幻聴が強くなると話される。

· 服薬教室では、幻聴があり頓服薬を服用すると頭痛がすると話され頭痛がするよりも、幻聴がある方が楽だと話される事もある。

· 定期薬も飲みたくないが、日赤の主治医が「薬を飲みなさい」と幻聴で話す為、飲んでいるとの事。

· 今週の目標について「日中眠らない事」としていたが、日中眠らないと頭痛がすると話され、静養室で休まれる事が多い。

· 遅れる際や欠席の連絡が出来ていなく、まず朝デイケアへ来る事を継続して促していく。

○今後について

· 本人は、目標について保清などたくさん挙げてしまうが、定時に来所出来ることを促していく。

· 本人の体調に合わせ関わっていく。

○青山荘より

食事の時間が短く、口の中にたくさん食べ物を詰込み過ぎ1度に飲み込もうとする。

　⇒本人は「吐いた」と話す。よだれも「吐いた」と話す。

デイケア通所に関して声掛けにより、行く事が出来ている。

　⇒不調の際は帰荘してもいいが、必ず通所するように促している。

＜事例検討②＞

岩織　由美子様　　　52歳　　　統合失調症　　利用開始　平成20年1月21日

○治療計画

1 デイケアに慣れる。

2 対人関係を円滑に行う。

3 家族との関係については、日頃の関わりの中で話を聞き状況把握を行っていく。

○本人の目標

・家族との交流が上手く出来ないとの事で、まずはデイケアでの対人交流を円滑に出来るようになる。

○現在

· プログラム中でも唐突にメンバーに話し掛けることがある。

· 他者から飲み物をもらう事があり注意しているが、理解されていない。

· 運動プログラムでもスカートのまま取り組まれる為、ジャージの着用を勧めるが「持っていない」と真実ではない事を話される。

· 水分補給のために紙コップを持参され、汚れていても構わず使用している。

○青山荘より

· 掃除をするように促すと、掃除機のスイッチを入れただけで「終わった」と話したり、汚れたハブラシを使用する為交換を促すと、その場から立ち去る事がある。

○今後について

· 本人と面談を行い「今、話していい時間か。話していい声の大きさか。話す内容でいいのか」言葉に出す前に考えてみるよう促している。

· 物のやり取りの場面を見掛けた際は、その都度注意する。

· 本人が話す内容については、青山荘と情報交換を行い確かめていく。










